
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２日（金）早朝４時から始まった日本対スペイン戦。浦田優斗先生も３時過ぎから起きて観

戦した試合です。日本（FIFAランキング 24位）が強豪スペイン（FIFAランキング 7位）を破り、

E組１位で、ロシアワールドカップに続く２大会連続の決勝トーナメント進出を決めました。 

前半は０－１で劣勢に立っていた日本ですが、後半にMF堂安選手、田中碧選手が得点し、スペ

インに逆転勝ちしました！予選リーグを２勝１敗の勝ち点６とし、決勝トーナメント進出を決めたので

す。今大会でベスト８以上を目標とする日本は、決勝トーナメント１回戦で、F 組２位のクロアチアと

１２月５日深夜に対戦します。 

☆勝負を分けた後半６分の勝ち越し点 

フィールド右サイドから堂安選手がゴール前へグラウンダーのパスを通した場面です。ゴール前

でそのパスに合わせられず、ボールは左サイドへ流れました。ゴールラインを割ったかどうか微妙な

位置でしたが、三笘薫選手が左足で中央へ切り返しました。これを田中選手がゴールに押し込み、

勝ち越し点を挙げたのです。 

ところが、すかさずVAR（ビデオ・アシスタント・レフェリー）チェックが入りました。やはり、ボール

がゴールラインを割ったかどうかということでした VAR の結果、ライン上にボールが残っていたと

いう判定で、２点目のゴールになったのです。 

１７条あるサッカーの競技規則では、第９条に「ボールインプレー」と「ボールアウトオブプレー」

の項目があるそうです。そこには、「グラウンド上または空中で、ボールがゴールラインまたはタッチ

ラインを完全に越えた」時がアウトオブプレーと書かれています。つまり、白線の延長上に、少しで

もボールの一部が触れていれば、「ボールインプレー」となるそうです。 

三笘選手がボールを蹴った場面、後方から見た場合は、ボールが完全にラインを割ったようにも

見えましたが、上空からの映像では、ボールが白線上に触れていると認定されました。 

アシストを決めた三笘選手は「田中選手がクロスを挙げる瞬間に来るなと思った。１ミリでも中

に入っていればいいと思って足を伸ばしました」と話しています。 

まさに１ミリかどうかの攻防でした。紙一重のプレーから飛び出した奇跡的なプレーをみて、運も

日本に味方したといえそうです。 

 

 

 

 

奈良県の高校で、一番多く甲子園に出場しているのは天理高校です。１９８６年には奈良県の高

校で全国初制覇を成し遂げました。１９９０年にも優勝しており、2度全国制覇を果たしています。 

その１９９０年の決勝戦。決勝は沖縄水産高校でした。９回裏まで１－０で天理高校がリードする

展開でしたが、９回裏ランナーを置いて、バッターの大飛球がレフトを襲いました。レフトは、懸命に

ボールに追いつき、キャッチ、試合終了となり、天理高校が優勝したのです。 

試合後の報道陣からレフトの選手へのインタビューが印象的でした。 

インタビュアー：「あと１０㎝ずれていたら負けていましたね」 

  レフトの選手： 「僕たちはその 10ｃｍのために３年間努力してきました」 

  最後まであきらめないプレー、日頃から優勝を意識した練習が実ったのだと思いました。 

  そこで、入試を控えた３年生に書きます。 

今、入試を控えた自分が何をしなければならないのか。受験までにどういう勉強(何を使って、ど

れぐらいなど)をするのかしっかり把握しなければならないと思います。ただ、手当たり次第にがむ

しゃらにやっても（無駄とまでは言いませんが）時間がただただ過ぎていくだけです。また、自分の

精神面をコントロールすることを早いうちから強く意識するべきです。直前の実力テスト、塾などの

テスト、（公立高校を受検する人は）私立高校などで結果がどうであれ、「心が折れない」「諦めな

い」ように自分をコントロールできなければ、合格はやってきません。もちろん、友だちや家族、先生

を頼るのもいいですが、やはり最後は自分との戦いです。 

最後に、後悔はやる前から出てこないと言いますが、本気で何かをやっていると、それをしている

途中出てくるものです。テストに例えると、テスト結果が返ってきて、初めて「もうちょっと勉強してお

けばよかった」と思うのか、テスト前に一生懸命に勉強していてテスト数日前にそれを思うのかの

差です。その数日の差がのちのち本当に大きな差になります。 

その経験をどれだけして、どれだけ克服しているかで、大きく結果を左右するかもしれません。目

の前のことに全力で臨むようにしましょう。 

ただ、勉強時間の確保はしっかりとおこなってくださいね。息抜きは必要です。ただし、１日何時

間も息抜きが必要ということはありません。自分に厳しくして戦って下さい。特に、学校にいる間は

学校の授業に集中してください。そして、授業以外の時間（家庭、休み時間）は勉強時間にあててく

ださい。最後まで諦めなかった人が勝てます。入試でもそうです。最後の最後まで、最後の１問まで、

最後の１秒まで諦めないで下さい。今はまだ、志望高校合格が夢のように見える人もいるかもしれ

ません。しかし、努力していくうちにそれが大きなチャンスに見えてきます。そうなるように努力をして

ください。応援しています。 

（大好きな３年生に書きましたが、大好きな１・２年生に対する先生の気持ちも同じです！） 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

「１ミリ」が分けた勝敗の行方～サッカーワールドカップ～ 

最後まであきらめないプレーは高校野球でも 


